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抄録：鳴門教育大学の附属小学校・附属中学校では，平成１３年度からスクールカウンセラー活動を

行ってきている。平成２７年度からは，生徒指導支援センターからスクールカウンセラーが派遣され

るようになった。本報告では，附属小学校・附属中学校を中心とする「教育相談室」の活動に関して，

平成２８年度の活動内容，相談件数などについて報告し，成果と今後の課題を検討する。
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Abstract：School counselor activities have been carried out at Fuzoku Elementary School and Fuzoku 
Middle School Attached to Naruto University of Education since AY2001. From AY2015, school counselors 
have been dispatched from the Center for School Support of Guidance and Counseling. This report covers 
activity content, number of counseling cases, and other aspects of AY2016  activities and considers future 
challenges regarding the work of the "Educational Counseling Office" that primarily serves the elementary and 
middle schools.
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2016 University Elementary and Junior High School "educational counseling room" activity report

Ⅰ．はじめに

　鳴門教育大学（以下，本学）の附属学校園では，附属

小学校・附属中学校を中心として「教育相談室」が運営

されている。

　平成１３年度から，附属学校園には本学の臨床心理士の

資格をもっている教員がスクールカウンセラーとして配

置されていた。平成２７年度からは生徒指導支援センター

の設置に伴い，生徒指導支援センター研究員の第一著者

（竹口）が附属小学校・附属中学校の専属のスクールカウ

ンセラーとして配置された。

　本報告では，昨年度の報告と同様に，平成２８年度の

「教育相談室」活動を，附属小学校・附属中学校における

スクールカウンセラーの活動，スクールカウンセラー実

習，スクールカウンセラーだより，スクールカウンセラー

授業の４点から報告する。

Ⅱ　スクールカウンセラーの活動

１．活動形態

　第一著者が附属小学校に毎週金曜日に週１回１０時か

ら１７時までの６時間，附属中学校に毎週水曜日に週１回

１０時から１７時まで６時間，スクールカウンセラーの活

動を行った。

　スクールカウンセラーの活動は附属小学校・附属中学

校とも教育相談室で行った。

２．活動回数，相談人数，相談件数，相談内容

　活動回数は，附属小学校が４０回，附属中学校が３７回

であった。

　平成２８年度のスクールカウンセラーの相談人数，相談

回数は表１・表２の通りである。

１）附属小学校での相談について

　附属小学校の相談人数は，全体で４６名であった。内

訳は児童が８名，保護者が２３名，教職員が１５名である。

なお，昼休みや放課後に遊びに来室した人数は含まれて

いない。
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　相談回数は，のべ１５７回であった。このうち児童が１８

回，保護者が８１回，教職員が５８回であった。なお，養

護教諭は毎回情報交換をしているので，このデータには

含まれていない（表１）。相談人数・相談回数ともに，平

成２７年度（相談人数３７名・相談回数１２５回）と比較し

て増えていた。

　児童の相談件数は８件で，相談内容は親子関係・いじ

め・不登校についての相談が各２件で，学習・友人関係

についての相談が各１件であった。

　保護者からの相談は２３件で，相談内容は子育てについ

ての相談が１２件と最も多く，不登校・親子関係につい

ての相談が各３件，友人関係についての相談が２件，身

体症状・いじめ・人間関係についての相談が各１件であっ

た。

２）附属中学校での相談について

　附属中学校の相談人数は，全体で２７名であった。内

訳は生徒が８名，保護者が８名，教職員１１名であった。

　相談回数は，のべ１４４回であった。この中で生徒は４２

回，保護者が４７回，教職員が５５回であった。なお，養

護教諭は毎回情報交換をしているので，このデータには

含まれていない（表２）。相談回数は，平成２７年度（相

談人数２７名・相談回数１３９回）と比較して増えていた。

　生徒の相談件数は８件で，相談内容は友人関係の相談

が３件と最も多く，親子関係についての相談が２件，不

登校・いじめ・先生との関係についての相談が各１件で

あった。

　保護者の相談件数は８件で，相談内容は人間関係につ

いての相談が３件，子育て・いじめについての相談が各

２件，不登校についての相談が１件であった。

３．活動内容

１）活動内容の概要

　附属小学校の活動内容は，児童・保護者との個別面接，

教員へのコンサルテーション，昼休みや放課後の児童と

のプレイ，授業中の行動観察，個別学習支援，給食時間

の昼食参加，不登校児童宅へ家庭訪問，いじめについて

の研修会である。

　附属中学校の活動内容は，生徒・保護者との個別面談，

教員へのコンサルテーション，「いじめ」の授業，生徒指

導委員会への参加である。

２）生徒指導委員会（附属中学校）

　活動内容の概要に述べた生徒指導委員会について，以

下に述べる。

①　組織

　生徒がよりよい方向に成長するように，教員が生徒に

より効果的な指導を行う方法について話し合う目的で発

足した。構成員は，学校長，教頭，主幹教諭，生徒指導

主事，該当生徒の学年主任及び担任，養護教諭，鳴門教

育大学いじめ防止支援機構長，第一著者である。なお，

鳴門教育大学いじめ防止支援機構長と第一著者は，平成

２７年度から参加した。

②　会合及び内容

　会合は年１回，２時間半程度行われる。各学年の担任

から指導援助を特に必要とする生徒についての関わりの

経過等が報告され，質疑応答が行われる。その後，　鳴門

教育大学いじめ防止支援機構長が生徒指導の立場から指

導助言を，第一著者が臨床心理学的な立場から，生徒や

保護者や教員の心の動き等について助言をする。

Ⅲ　スクールカウンセラー実習

　本学臨床心理士養成コースの実習の一つとして，ス

クールカウンセラー実習があるが，平成２７年度から附属

学校園でもスクールカウンセラー実習の受け入れを開始

した。２年目である平成２８年度は，附属中学校で２名，

附属小学校で１名が実習を行った。

　附属中学校の２名は，スクールカウンセラーの面接に

陪席して交互に記録をとった。教育相談室に来室した，

様々な問題を抱えた生徒とゲームをしながら楽しみ，ま

た時にはその生徒の内面に迫るような話をしながら，こ

ころの交流の図り方を学んだ。

　附属小学校の１名も，スクールカウンセラーの面接に

陪席して記録をとった。放課後，児童の個別学習支援を

したり，ゲームをしたりして，学習や会話を通して児童

とこころの交流の図り方を学んだ。

　空き時間には，教員の職務内容やスクールカウンセ

ラーの心構え，面接の振り返り等を行った。毎回，実習

ノートに記録，感想を記入し，第一著者がコメントした。

　ある実習生は，「現場でしか学べないことを数多く学べ

た」と感想に記入していた。学校の文化を肌で感じるこ

とができることはこれからスクールカウンセラーになる

大学院生にとっては大きな糧となる。

表１　平成２８年度の小学校の相談人数・相談回数

相談回数相談人数面接の対象

１８回８名児　童

８１回２３名保護者

５８回１５名教職員

１５７回４６名計

＊　家庭訪問　５回

表２　平成２８年度の中学校の相談人数・相談回数

相談回数相談人数面接の対象

４２回８名生　徒

４７回８名保護者

５５回１１名教職員

１４４回２７名計

＊　授業４クラス
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Ⅳ　スクールカウンセラーだより

　毎月１回「スクールカウンセラーだより」（巻末資料１）

を計１１回発行し，児童・生徒一人ひとりに配布した。

これはスクールカウンセラーの活動や勤務日を保護者や

児童・生徒に周知することと，　児童期・思春期のこころ

の動きや他人との関わり方や心理学の考え方を紹介する

ことで，スクールカウンセラーに興味・関心を持っても

らうことを目的とした。

　「スクールカウンセラーだより」である『こころころこ

ろ』の発行を楽しみにしている保護者や教員がいると養

護教諭から耳に挟んだ。保護者・児童・生徒の相談回数

が昨年に比べ増えた理由の１つに，スクールカウンセ

ラーだよりがあると思われる。

Ⅴ　スクールカウンセラー授業

　五十嵐かおる原作の「いじめ」というマンガ｛陸上部

女子部長の日富（加害者）が陸上部員の実咲（被害者）

をいじめるという設定。実咲の友だちの優花とまあちゃ

ん（傍観者）・陸上部員（観衆）等が登場人物｝を第一著

者が教材化し，生徒と距離感を縮めるために，それを用

いて附属中学校の２年生４クラスで授業を行った（資料

１）。

　様々な立場の苦悩を理解した上で，どの立場の生徒が

いじめを解決すべきかについて考えた（資料２）。

〈解決すべき立場と意見の一部〉

（傍観者：５７％）

・優花とまあちゃん（傍観者）が実咲（被害者）と一緒

にいて味方する

・優花とまあちゃん（傍観者）が他の陸上部員（観衆）

にいじめをすることはおかしいと伝える

（被害者：２５％）

・実咲（被害者）が先生や親や大人や友だちや男子部長

やカウンセラーに助けを求める

・『やめて』って言う

（観衆：１５％）

・陸上部員（観衆）がもうやめようという雰囲気になれ

ば，いじめはなくなる

（加害者：３％）

・日富（加害者）がいじめてもいじめても起き上がって

くる実咲（被害者）を見て，感動して「悪かった」と

言って終わる

〈生徒の感想〉

・解決方法がたくさんあることに気づけた

・解決方法を実践することの大切さに気づいた

・被害者の周りの人々がどう行動するかで，けっこうか

わることがわかった

〈授業者の感想〉

・授業をすることで，相談室では見ることのできない生

徒の姿が見られた

・自分が強くあらねばという思いが強い生徒が多い。だ

から，被害者が自らいじめを解決すべきだという考え

が多くなる。そういう生徒は，気が張りつめて人に優

しく接しにくいのかもしれない。肩の力を抜いて生き

ていく生き方もあるということを次回は学ばせたい

Ⅵ　成果と今後の課題

　上記の活動を通して感じた平成２８年度のスクールカ

ウンセラー活動の成果と課題について，下記に述べる。

１．成果

①　第一著者にいじめを訴えてきた児童の気持ちや思い

を当該児童の学年の先生方と共有した。学年の先生方

と第一著者が今後の方針をじっくり話し合い，学年全

体でいじめに対して取り組んだ結果，数年続いていた

いじめがなくなった。（３ヶ月以上継続）

②　附属小学校・附属中学校の不登校児童・生徒は，全

国平均の１.９％（文部科学省２０１５）に比べて下回る。

傍観者,傍観者, 5757被害者,被害者, 2525

観衆,観衆, 1515

加害者加害者, 3

傍観者, 57被害者, 25

観衆, 15

加害者, 3

（資料２）　どの立場がいじめを解決すべきですか

（資料１）　いじめ教材の一部
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その少ない不登校の児童・生徒や保護者と面接ができ，

保護者の心の安定につながった。

③　教員は，第一著者にコンサルテーションを受けるこ

とで，今後の指導の方向性を確認でき，安心感が増し

た。

④　第一著者が「いじめ」の授業をすることで，生徒と

気軽に笑顔で挨拶できる関係性を築けた。

⑤　附属小学校では，スクールカウンセラー実習生が学

習の苦手な児童の学習支援を行った。その中で関係性

の作り方を学び，自分に自信が持てるようになり明る

く学校生活を送ることができるようになった。

２．課題

　神田橋（２００６）はスクールカウンセリングの要は有用

な情報の発掘と伝達であると述べている。第一著者は附

属小学校と附属中学校に勤務しているので，時間軸で教

員と違った立場から児童生徒と触れ合うことができる。

そこで得た感覚を教員にもっと伝えたい。そうすること

が，馬殿（２０１２）のいう多様な視点でサポートするシス

テムを構築するために，校内資源の校内カウンセリング・

パワーを結集し，活性化を図り，協働することにつながっ

ていくことになる。

　以下に，今後の課題について述べる。第一に，スクー

ルカウンセラーと教員が，職員室で雑談できるような関

係性を構築し，子どもたちが元気で楽しい学校生活を送

ることができるように，スクールカウンセラーがより積

極的に動いて子どもたちのプラス面を伝えていきたい。

　第二に，各学校別の課題を述べる。まず，附属中学校

では，生徒指導委員会の回数を増やし，子どもたちの成

長のために役立てたい。次に，附属小学校では，附属中

学校の生徒指導委員会にあたる教員の負担が軽減するよ

うな児童理解のための会を持ちたい。

　第三に，予防的な活動として，ストレスマネジメント

教育等を行っていきたい。親の期待に応えようとして

黙々と頑張り続けている児童・生徒がたくさんいる。彼

らの中にはストレスが溜まり，それを上手に出せない子

どももいる。そのような子どもたちにストレスと上手く

つきあっていくための機会を設けたい。
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（巻末資料１）
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